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新しい議会人事が決まりました

５
月
15
日
に
開
か
れ
た

臨
時
議
会
で
、
新
し
い
議

会
人
事
が
決
ま
り
ま
し
た
。

昨
年
同
様
、
議
長
選
挙

は
投
票
で
行
わ
れ
、
今
年

は
副
議
長
と
尾
張
東
部
衛

生
組
合
議
会
議
員
も
選
挙

で
決
ま
り
ま
し
た
。

議
長
・
副
議
長
選
挙
の

結
果
は
左
の
通
り
谷
口
マ

ス
ラ
オ
議
員
が
議
長
に
、

伊
藤
憲
男
議
員
が
副
議
長

に
選
ば
れ
ま
し
た
。
市
長

提
案
の
議
会
選
出
監
査
委

員
に
は
斎
場
洋
次
議
員
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

議長選挙の結果

谷口 マスラオ（新成）…14票

水野 義則 （市ネ）…７票

塚本 美幸 （共産）…２票

山下 幹雄 （草莽）…１票

投票総数24票 有効投票24票 無効投票０票

副議長選挙の結果

伊藤 憲男 （政新）…13票

早川 八郎 （市ネ）…７票

川村 剛 （共産）…２票

山下 幹雄 （草莽）…１票

投票総数24票 有効投票23票 無効票１票

尾張東部衛生組合議会議員

選挙の結果

当 森下 政己 （政新）…６票

当 丹羽 栄子 （公明）…４票

当 原 淳麿 （新成）…４票

当 牧野 一吉 （市ネ）…３票

当 水野 義則 （市ネ）…３票

川村 剛 （共産）…２票

山下 幹雄 （草莽）…２票

投票総数24票 有効投票24票 無効票０票

総務委員会

議会運営委員会

都市環境委員会

福祉文教委員会

市議会だより編集委員会

◎ 岩橋 盛文

○ 若杉 たかし

相羽 晴光

楠木 千代子

丹羽 栄子

花井 守行

水野 義則

森 和実 ◎ 大島 もえ

○ 篠田 一彦

岩橋 盛文

川村 剛

坂江 章演

谷口 マスラオ

丹羽 栄子

若杉 たかし

◎ 片渕 卓三

○ 花井 守行

斉場 洋治

早川 八郎

原 淳麿

水野 義則

森下 政己

山下 幹雄

◎ 楠木 千代子

○ 牧野 一吉

相羽 晴光

赤尾 勝男

伊藤 恵理子

伊藤 憲男

塚本 美幸

森 和実

◎ 相羽 晴光

○ 牧野 一吉

赤尾 勝男

伊藤 恵理子

岩橋 盛文

篠田 一彦

塚本 美幸

若杉 たかし

◎…委員長 ○…副委員長



賛否の分かれた議案などに対する各議員の態度

議案などの名称

５月15日臨時議会

○：賛成 ×：反対

※議長は

採決に加わりません。
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※

草莽

崛起

○○ ○ ○○ ○○

×

○○○○○○ ○○○ －○○○

×

○○
承認２号 国保税条例の一部

を改正する条例の先決処分

○○ ○ ○○ ○○

×

○○○○○○ ○○○ －○○○

×

○○
承認１号 市税条例等の一部

を改正する条例の先決処分

○○ ○ ○○ ○○

×

○○○○○○ ○○○ －○○○

×

○○
第42号議案

市税条例の一部改正

上
の
表
の
他
に
、
同
意
案

4
号
「
監
査
委
員
の
選
任
に

つ
い
て
」
も
賛
否
が
別
れ
ま

し
た
が
（
党
市
議
団
は
賛
成
）
、

各
議
員
の
賛
否
状
況
を
確
認

で
き
な
か
っ
た
た
め
掲
載
し

て
い
ま
せ
ん
。
議
会
選
出
の

監
査
委
員
に
は
、
斉
場
洋
次

議
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

市
税
関
連
２
議
案
（
承
認

１
号
お
よ
び
第
42
号
議
案
）

の
反
対
討
論
を
行
っ
た
川
村

議
員
は
、
討
論
の
冒
頭
で
、

税
の
制
度
設
計
と
し
て
基
本

に
置
き
た
い
こ
と
は
、
主
に

三
項
目
（
※
）
で
、
そ
の
考

え
か
ら
、
総
合
累
進
課
税
を

税
の
基
本
に
据
え
た
い
と
考

え
て
い
る
こ
と
を
紹
介
。

今
回
の
承
認
１
号
、
第
42
号

議
案
は
い
ず
れ
も
、
そ
の
制

度
設
計
と
は
逆
方
向
の
内
容

が
あ
る
と
批
判
し
ま
し
た
。

承
認
１
号
は
、
期
限
が
終

わ
る
予
定
だ
っ
た
上
場
株
式

等
の
配
当
・
譲
渡
益
に
対
す

る
軽
減
税
率
を
、
さ
ら
に
３

年
間
延
長
・
復
活
す
る
内
容
。

42
号
議
案
に
は
不
労
所
得

に
対
す
る
優
遇
措
置
が
新
た

に
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

承
認
２
号
は
、
国
保
税
と

と
も
に
徴
収
さ
れ
る
介
護
納

付
金
の
上
限
額
を
１
万
円
引

上
げ
、
国
保
関
連
の
上
限
総

額
が
69
万
円
と
な
り
ま
す
。

反
対
討
論
を
行
っ
た
塚
本

議
員
は
、
市
の
国
保
税
が
県

内
で
３
番
目
に
高
い
（
08
年

度
）
国
保
税
と
な
っ
て
い
る

こ
と
を
指
摘
、
一
般
会
計
か

ら
の
繰
入
れ
を
さ
ら
に
増
や

す
べ
き
と
主
張
し
ま
し
た
。

上
限
を
引
上
げ
る
と
い
う

こ
と
に
対
し
て
反
対
と
い
う

の
は
、
川
村
議
員
が
言
う

「
総
合
累
進
課
税
」
を
基
本

に
据
え
た
い
と
い
う
考
え
と
、

矛
盾
す
る
主
張
の
よ
う
に
も

聞
こ
え
ま
す
が
、
そ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

国
保
で
上
限
に
達
す
る
所

得
金
額
は
、
単
身
世
帯
で
約

５
２
３
万
円
、
２
人
世
帯
で

約
４
６
３
万
円
で
、
世
帯
人

数
が
増
え
る
ほ
ど
、
上
限
に

達
す
る
所
得
が
下
が
っ
て
ゆ

く
上
に
、
ど
の
よ
う
な
世
帯

構
成
で
も
所
得
税
よ
り
高
額

な
保
険
税
で
す
。

あ
ま
り
に
も
高
額
だ
と
言

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

現
在
の
国
保
は
、
生
計
費

に
食
い
込
ん
で
い
る
疑
い
が

濃
く
、
そ
の
よ
う
な
状
態
が

慢
性
化
し
て
い
ま
す
。

※
税
の
制
度
設
計
と
し
て
基

本
に
置
き
た
い
三
項
目

①
同
じ
所
得
の
も
の
は
同
じ

負
担
を
、
異
な
る
所
得
の

も
の
は
、
そ
れ
に
応
じ
て

負
担
を
す
る
こ
と
。

②
額
に
汗
し
て
得
た
勤
労
所

得
に
は
軽
く
、
不
労
所
得

に
は
重
く
課
税
す
る
こ
と
。

③
勤
労
者
の
生
活
費
を
保
障

す
る
た
め
に
、
生
計
費
に

は
課
税
を
し
な
い
こ
と
。


